
平
成
十
八
・
十
九
年
度

大
学
院
派
遣
研
修

研
修
報
告
（
概
要
）

金
沢
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
教
育
専
攻

小
松
市
立
南
部
中
学
校

教
諭

重
吉

舞
子

研
究
主
題

作
品
研
究
に
よ
っ
て
得
た
教
材
研
究
へ
の
視
点

ー
三
島
由
紀
夫
『
禁
色
』
を
研
究
し
て
ー

文
学
作
品
を
読
む
と
は
、
心
情
や
情
景
の
理
解
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
世
界
を
統
一
す
る
論
理
を
作
品
の
構
造
か

要
約

ら
読
み
解
き
、
作
品
世
界
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
基
づ
い
て
三
島
由
紀
夫
『
禁
色
』
の
作
品
研
究

を
行
っ
た
。
近
代
文
学
に
お
け
る
作
品
論
は
教
科
書
作
品
に
も
適
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

作
品
を
読
む
・
作
品
の
構
造
・
統
一
す
る
論
理
・
意
味
・
作
品
世
界

キ
ー
ワ
ー
ド

一

文
学
作
品
を
読
む
と
は

「
中
学
校
学
習
指
導
要
領

の
国

」（
平
成
十
年
十
二
月
文
部
省
）

語
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
指
導
内
容
で
文
学
作
品
に
関
す
る

も
の
は
、
第
一
学
年
で
は
「
エ

文
章
の
展
開
を
確
か
め

な
が
ら
主
題
を
考
え
た
り
要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ

と

「
オ

文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方

」
を
理
解
し
、
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
広
く
す
る

こ
と
」
で
あ
る
。
だ
が
現
行
の
教
科
書

の

（
光
村
図
書
）

文
学
教
材
の
学
習
目
標
は
、
登
場
人
物
の
心
情
理
解
に
大

き
く
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
一
年
で
は
〈
登
場

人
物
の
行
動
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
の
変
化
を
と
ら
え
る
〉

〈
様
子
や
気
持
ち
が
わ
か

（

に
じ
の
見
え
る
橋
」

き
子

「

）

杉
み

る
言
葉
に
着
目
し
て
作
品
を
読
み
、
登
場
人
物
の
心
の
変

化
を
と
ら
え
る

〈
表
現
に
着

〉（

麦
わ
ら
帽
子
」
今
江
祥
智

「

）

目
し
、
登
場
人
物
の
心
情
や
作
者
の
思
い
を
読
み
取
る
〉

〈
作
品
の

（

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に･

･
･

」
米
倉
斉
加
年

「

）

展
開
を
読
み
取
り
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
心
情
の
移
り
変

（

少
年
の
日
の
思
い
出
」
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

わ
り
を
と
ら
え
る
〉
「

と
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
二
年
、
三
年
の
教
科
書
に
於

セ
）

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

文
学
作
品
の
読
解
・
鑑
賞
に
お
い
て
、
人
物
の
心
情
や

情
景
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
場
面
毎
に
そ
れ
ら
を
考
え
理
解
す
る
こ
と
が
、
そ

の
作
品
を
「
読
む
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

、「
〈

〉

、

前
田
久
徳

は

読
む

行
為
と
は

（

）

金
沢
大
学
教
授

作
品
が
全
体
と
し
て
指
し
示
す
世
界
を
把
握
し
、
理
解
す

る
こ
と
で
あ
り

（
略
）
人
物
、
情
景
、
心
情
等
は
、
作

、

品
の
全
体
像
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
作
品

の
全
体
像
そ
の
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

〈
作

。

品
が
全
体
と
し
て
指
し
示
す
世
界
〉
と
は

「
作
品
の
描

、

く
個
々
の
場
面
や
出
来
事
な
り
、
あ
る
い
は
、
情
景
、
心

情
な
り
が
、
そ
の
作
品
固
有
の
構
造
と
の
関
連
で
生
成
す

る
〈
意
味
〉
が
、
総
体
と
し
て
提
示
す
る
世
界
」
の
こ
と

で
あ
り
、
作
品
に

は
そ
の
世
界
を
支

配
し
、
統
一
す
る

論
理
が
存
在
す
る

。

（
註
）「

作
品
を
読
む
」

と
は
、
こ
の
論
理

と
の
関
連
で
場
面

や
心
情
等
の
〈
意

味

を
見
抜
き

作

〉

、〈

品
の
構
造
〉
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の

〈
作
品
の
構
造
〉

が
出
現
さ
せ
る
作

品
世
界
全
体
を
理

解
・
把
握
す
る
こ

と
で
あ
る
。

二

近
代
文
学
作
品
研
究
の
試
み

こ
の
〈
読
む
こ
と
〉
に
対
す
る
理
論
に
基
づ
き
、
三
島

由
紀
夫
の
『
禁
色

の
作
品
研
究
を
行
っ
た
。

』（
昭
二
十
八
）

き
ん
じ
き

三
島
の
代
表
作
に
は
『
仮
面
の
告
白

『
金
閣
寺
』
が
あ

』

る
が
、
そ
の
作
品
は
計
算
し
尽
く
さ
れ
た
論
理
的
・
知
的

な
構
成
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。

三
島
由
紀
夫
『
禁
色
』
論

ー
「
不
在
」
か
ら
「
現
実
的
存
在
」
へ
ー
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第
一
章

『
禁
色
』
は
、
三
島
由
紀
夫
の
五
番
目
の

初
出
と
成
立

。

。

長
篇
小
説
で
あ
る

雑
誌
に
二
年
に
渡
っ
て
掲
載
さ
れ
た

禁
色
と
は
紫
色
を
指
す
。
普
通
の
者
が
知
る
こ
と

題
名

の
な
い
世
界
を
知
っ
た
超
越
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

『
禁
色
』
は
、
一
見
通
俗
性
に
満
ち
て

『
禁
色
』
の
謎

い
る
。
女
た
ち
が
原
因
で
不
幸
な
半
生
を
送
っ
て
き
た
老

作
家
檜
俊
輔
が
、
女
を
決
し
て
愛
さ
な
い
絶
世
の
美
青
年

南
悠
一
を
利
用
し
て
女
た
ち
へ
の
復
讐
を
図
る
と
い
う
筋

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
三
島
前
期
作
品
に
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
男
色
の
系
譜
の
作
品
は

『
禁
色
』
を
最
後
に
全
く
書

、

（
昭
二
十
九
）

か
れ
な
く
な
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
『
潮
騒
』

と
の
作
品
の
差
異
が
対
照
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
三
島
前

、

。

期
の
文
学
の
流
れ
に
お
い
て

大
き
な
屈
折
が
見
ら
れ
る

「
「

」

」

。

作
者
は

禁
色

は
廿
代
の
総
決
算

と
述
べ
て
い
る

こ
の
小
説
に
お
い
て
、
作
者
は
自
身
の
何
を
総
決
算
し
よ

、

。

う
と
し

ど
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か

発
表
当
初
か
ら
よ
い
評
価
を
得
な
か
っ
た
。

同
時
代
評主

題
に
つ
い
て
は
、
同
性
愛
の
肯
定
・
戦
後
社
会

研
究

、

、「

」
、

や
倫
理
へ
の
反
発

作
者
の
自
己
救
済

精
神
と
肉
体

「
芸
術
」
等
諸
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る

『
禁
色
』
に
お

。

い
て
三
島
由
紀
夫
が
企
図
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

第
二
章

『
禁
色
』
は
長
く
、
託
さ
れ
た
作
者

モ
チ
ー
フ
を
探
る

、

。

の
問
題
が

い
か
に
大
き
く
深
か
っ
た
か
が
推
察
で
き
る

作
家
の
精
神
の
足
ど
り
を
辿
る
た
め
に
『
禁
色
』
ま
で
の

作
品
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ
た
の
か
確
認
す
る
。

現
実
を
拒
否
し
、
現
実
と
は
別

『
仮
面
の
告
白
』
ま
で

次
元
に
、
独
自
の
唯
美
的
な
芸
術
世
界
を
構
築
す
る
と
こ

ろ
か
ら
三
島
文
学
は
出
発
し
た
。

『

』

「

」

『

』

不
在

と
な
る
ー

仮
面
の
告
白

仮
面
の
告
白

に
は
、
作
者
の
同
性
愛
の
問
題
が
提
出
さ
れ

（
昭
二
十
四
）

て
い
る
。
同
性
愛
は
、
単
に
「
女
を
愛
せ
な
い
」
と
い
う

だ
け
で
は
な
く

「
現
実
社
会
に
お
い
て
生
き
て
い
く
場

、

所
が
な
い
」
と
い
う
、
自
己
の
存
在
に
関
わ
る
問
題
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
作
品
終
末
の
「
不
在
」
と
い
う
言
葉

に
収
斂
さ
れ
て
い
る
。

作
者
は
、
己
を
「
不
在
」
に
至
ら
し
め
た
同
性
愛
の
問

題
を
書
く
こ
と
で
相
対
化
し
、
自
身
の
内
面
を
救
済
し
よ

う
と
し
た
。
ま
た
自
己
の
芸
術
の
根
を
見
つ
め
直
し
た
。

『
愛

「
不
在
」
の
ま
ま
生
き
る
に
は
ー
『
愛
の
渇
き
』

の
渇
き

は
、
現
実
と
は
断
絶
し
た
世
界
で
生

』（
昭
二
十
五
）

き
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
ど
う
生
き
る
か
を
探
っ
た
作
品

。

、

「

」

、

で
あ
る

主
人
公
悦
子
は

現
実
に
お
け
る

不
在

を

自
ら
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
禁
色
』

残
さ
れ
た
問
題
ー
「
不
在
」

ま
で
の
作
品
に
は
、
現
実
社
会
と
の
断
絶
＝
「
不
在
」
が

問
題
と
し
て
残
さ
れ
た

『
禁
色
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ

。

て
最
終
的
解
決
に
至
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
託

さ
れ
た
の
が
、
主
人
公
南
悠
一
で
あ
る
。
悠
一
は

「
男

、

性
三
島
」
の
自
我
を
形
象
化
し
た
人
物
で
あ
る
。

作
者
は
自
己
の
芸
術
論
を
、
老
作
家
檜
俊

芸
術
と
生
活

輔
の
芸
術
論
に
重
ね
た
。
唯
美
的
・
芸
術
至
上
主
義
の
作

家
の
生
は
、
現
実
か
ら
乖
離
す
る
。
作
家
が
、
作
品
を
書

く
こ
と
で
現
実
に
関
わ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

檜
は
「
作
家
三
島
」
の

自
我
を
形
象
化
し
た
人

物
で
あ
る
。

『
禁
色
』
の
モ
チ
ー

フ
は
、
実
生
活
と
芸
術

「

」

家
の
生
活
上
の

不
在

を
解
決
し
「
現
実
的
存

在
」
と
し
て
の
実
感
を

手
に
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

第
三
章

モ
チ
ー
フ
を
作
品
世
界
に
沿
っ
て
確
認
す
る
。

出
会
い

第
一
章
は
、
檜
と
南
の
出
会
い
の
場
で
あ
る
。

俊
輔
と
悠
一
は
、
外
見
こ
そ
対
照
的
だ
が
、

鏡
の
契
約

内
面
は
現
実
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
似
た
者
同
士
で

あ
る
。
第
二
章
で
俊
輔
は
、
五
十
万
円
と
引
き
換
え
に
悠

一
と
契
約
を
交
わ
す
。
小
説
が
展
開
す
る
構
図
が
出
来
上

が
る
。
悠
一
は
俊
輔
の
「
作
品
」
と
な
り

「
悠
一
を
操

、

る
こ
と
」
が
「
作
品

を
書
く
こ
と
」
と
同

義
と
な
る
。
俊
輔
が

女
達
へ
復
讐
す
る
こ

と
は

「
作
家
が
作
品

、

を
書
く
こ
と
で
現
実

と
関
わ
っ
て
い
く
」

こ
と
を
意
味
す
る
。

第
三
章
よ
り
二
人
の
行
動
が
開
始
さ

復
讐
作
戦
の
開
始

れ
る
。
俊
輔
と
悠
一
の
動
き
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
託
さ
れ

た
モ
チ
ー
フ
を
立
証
す
る
。
二
人
を
動
か
す
論
理
を
作
品

の
構
造
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
章

〈

ま
づ
靴
を
磨
い
て･

･

悠
一
の
た
ど
り
着
い
た
位
置

『

･
･
･

』
と
悠
一
は
思
つ
た
〉

地
獄
と
い
う
現
実
へ
歩
み

出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
小
説
は
幕
を
閉
じ
る
。

人
間
三
島

作
家
三
島

「
不
在
」

南
悠
一

檜
俊
輔

「
現
実
的
存
在
」

（

）

檜
俊
輔

作
家

操
る

書
く（

）

南
悠
一

作
品

関
わ
る

表
す（

）

女
た
ち

現
実



悠
一
は
、
同
性
愛
世

「
見
る
者
」
と
「
見
ら
れ
る
者
」

界
を
ど
う
い
う
論
理
で
脱
し
〈
現
実
的
存
在
〉
に
な
れ
た

の
か
。
第
二
十
五
章
「
転
身
」
で
、
悠
一
は
妻
の
出
産
場

面
に
立
ち
会
う
。
内
面
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
悠
一

は
「
見
る
こ
と
」
を
学
ぶ
の
だ

「
見
る
こ
と
」
を
学
ぶ

。

以
前
の
悠
一
は

「
見
ら
れ
る
者
」
で
あ
っ
た
。

、

悠
一
は
、
い
っ
た
ん

「
見
ら
れ
る
者

〈
鏡
の
世
界
〉

」

は
〈
鏡
の
世
界
〉
と
い
う
現
実
と
は
隔
た
っ
た
世
界
へ
と

深
く
進
む

〈
鏡
の
世
界
〉
と
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
・

。

観
念
の
世
界
・
ナ
ル
シ
ス
ム
と
同
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

実
体
が
仮
構
に
姿
を
変
え
る
。
同
性
愛
の
陥
穽
は
、
ナ
ル

シ
ス
ム
に
あ
る

〈
鏡
〉
を
割
っ
て
ナ
ル
シ
ス
ム
を
脱
し

。

な
い
限
り
、
現
実
と
は
関
わ
れ
な
い
。

第
四
章
か
ら
第
二
十
四
章
の
「
見
ら
れ

俊
輔
の
傀
儡

る
者
」
と
し
て
の
悠
一
は
、
俊
輔
の
木
偶
と
な
っ
て
女
と

の
世
界
で
行
動
を
続
け
る
。
そ
の
悠
一
に
現
実
を
直
視
す

る
こ
と
を
強
要
し
た
の
は
、
俊
輔
で
あ
る
。

悠
一
は
血
に
ま
み
れ
た

転
身
ー
「
見
る
こ
と
」
を
学
ぶ

妻
の
下
半
身
を
「
見
る

。
そ
れ
は
、
現
実
の
持
つ
矛
盾

」

や
醜
さ
の
象
徴
で
あ
る

「
見
る
こ
と
」
と
は
、
あ
る
が

。

ま
ま
の
現
実
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る

〈
不
定
形
〉
な

。

の
は
自
分
で
は
な
い
、
現
実
の
方
な
の
だ

〈
認
識
〉
と

。

い
う
武
器
を
得
た
瞬
間
、
悠
一
は
〈
鏡
の
世
界
〉
を
脱
す

る
。
悠
一
は
「
見
ら
れ
る
者
」
か
ら

「
見
る
者
」
す
な

、

わ
ち
認
識
者
へ
と
転
身
し
た
。

第
二
十
六
章
か
ら
最
終
章
ま
で
は
、
現
実

見
る
者

を
あ
り
の
ま
ま
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悠
一
が
「
現
実
的

存
在
」
と
な
っ
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。

最
終
章
で
俊
輔
の
自
殺
に
よ
っ

「
現
実
的
存
在
」
へ

て
悠
一
は
独
立
し
「
現
実
的
存
在
」
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
性
愛

が
原
因
で
現
実
と
関
わ
れ
ず

に
い
た
悠
一
は

「
見
る
こ

、

と
」
す
な
わ
ち
「
現
実
を
あ

り
の
ま
ま
に
見
る
認
識
」
を

「

」

持
つ
こ
と
で

現
実
的
存
在

に
な
っ
た
。

第
五
章

モ
チ
ー
フ
は
実
現
し
た
の
か
。

モ
チ
ー
フ
の
確
認

現
実
と
は
う
ま
く
関
係
を
持
て
な
か
っ
た
檜

檜
の
動
き

は
、
悠
一
を
介
し
て
女
と
い
う
現
実
に
関
わ
り
、
ま
た
書

斎
と
い
う
現
実
と
は
隔
た
っ
た
世
界
へ
戻
る
。
最
終
章
で

は
死
ん
で
し
ま
う
。
作
者
は
、
檜
を
通
し
て
以
下
の
こ
と

を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

鏡
の
世
界
「
不
在
」

「
見
る
」

「
現
実
的
存
在
」

、

。

１

作
家
は

作
品
を
通
し
て
間
接
的
に
現
実
と
関
わ
る

、
、
、
、

作
品
が
現
実
の
本
質
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
時
、
作
家

は
現
実
と
関
わ
り

「
不
在
」
で
は
な
く
な
る
。

、

２

現
実
の
本
質
を
と
ら
え
る
作
品
は
、
現
実
の
あ
り
の

ま
ま
を
そ
の
ま
ま
作
品
に
移
し
た
も
の
で
は
な
く
、
芸
術

作
品
と
し
て
練
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
。
芸
術
は
、

現
実
と
は
別
次
元
に
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

作
家
は
生
活
と
断
絶
し
た
所
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
実
に
お
い
て
「
不
在
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

４
「
死
」
は
書
く
こ
と
を
越
え
た
人
生
最
大
の
表
現
で
あ

る
。
作
家
は
自
死
に
よ
っ
て
認
識
者
で
あ
り
な
が
ら
行
為

女
達
へ
の
復
讐
の
意
味
、

者
と
な
る
。

１
～
４
は

作
品
の
練
り
直
し
、
現
実
と
の
断
絶
、
遺
書
、
死
の
意
味

に
お
い
て
証
明
し
た
。

以
上
「
作
家
は
作
品
を
通

作
家
の
宿
命
ー
「
不
在
」

し
て
間
接
的
に
現
実
を
認
識
す
る
。
作
家
と
し
て
の
「
不

在
」
を
解
決
す
る
よ
う
な
作
品
を
書
く
に
は
、
生
身
の
作

家
は
現
実
よ
り
「
不
在
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
解
答
を
作
者
は
手
に
入
れ
た
。
こ
の
論
理
に
従
っ

て
、
檜
は
動
い
て
い
た
。
作
家
と
し
て
の
「
現
実
的
な
存

在
」
と
は
、
作
品
を
通
し
て
の
間
接
的
な
在
り
方
し
か
あ

り
え
な
い
の
だ

「
不
在
」
は
芸
術
家
の
宿
命
で
あ
る
。

。

第
六
章

『
禁
色
』

悠
一
と
俊
輔
に
託
さ
れ
た
「
不
在
」
の
結
論

を
書
き
終
え
た
時
点
で
、
作
家
は
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な

認
識
点
に
立
っ
た
の
か
。

「

」

。

作
者
の

不
在

意
識
は
悠
一
に
つ
い
て
は
解
決
し
た

俊
輔
に
つ
い
て
は
、
芸
術
家
で
あ
る
限
り
疎
外
感
・
孤
独

感
に
耐
え
る
し
か
な
く
、
そ
れ
は
自
己
欺
瞞
で
あ
る
。
作

者
の
内
部
に
は
相
変
わ
ら
ず
強
烈
な
疎
外
感
・
孤
独
感
が

存
在
し
続
け
た
は
ず
だ

『
禁
色
』
に
お
い
て

「
不
在
」

。

、

の
問
題
は
完
全
に
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。

作
者
は
自
我
を
二
人

相
反
す
る
二
つ
の
認
識
の
仕
方

の
人
物
に
分
け
た
こ
と
に
よ
り
、
相
反
す
る
二
つ
の
認
識

の
仕
方
を
手
に
し
た
。
悠
一
の
「
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
見

る
」
現
実
的
、
合
理
的
な
認
識
の
仕
方
と
、
俊
輔
の
「
現

実
を
あ
り
の
ま
ま
見
な
い
」
理
想
的
、
浪
漫
的
認
識
の
仕

方
で
あ
る
。
作
品
群
を
眺
め
る
と
、
三
島
の
中
に
こ
の
二

つ
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

作
者
の
認
識
そ
の
も
の
に
対
す
る
ア
ン
ビ

新
た
な
問
題

ヴ
ァ
レ
ン
ス
が
見
ら
れ
る
。
己
の
認
識
を
絶
対
だ
と
信
じ

る
気
持
ち
も
、
認
識
の
み
に
捕
ら
わ
れ
て
生
き
る
こ
と
に

対
す
る
疑
念
も
共
存
し
て
い
た
。

俊
輔
に
残
さ
れ
た
問
題
が

『
禁
色
』
を
書
き
終
え
た

、



時
点
で
作
者
が
新
た
に
抱
え
込
ん
だ
問
題
で
あ
る
。
作
家

は
認
識
者
で
あ
る
。
認
識
を
侮
蔑
す
る
こ
と
は
、
自
身
を

否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
三
島
に
と
っ
て
芸
術
は
自

身
を
護
る
〈
堅
固
な
城
〉
で
あ
っ
た
か
ら
書
く
こ
と
を
捨

て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
俊
輔
の
自
死
に
よ
り
、
作

家
が
行
為
者
と
な
る
に
は
、
自
死
す
る
し
か
な
い
と
い
う

答
え
が
導
き
出
さ
れ
た
。
死
ぬ
以
外
に
、
行
為
者
と
な
る

方
法
は
な
い
の
か
？

こ
う
し
て
次
の
重
要
な
問
題
「
認

」

。

、

識
と
行
為
の
対
立

を
作
者
は
追
う

認
識
者
は
柏
木
に

行
為
者
は
溝
口
に
重
ね
ら
れ
『
金
閣
寺
』
の
世
界
が
展
開

す
る
の
は

『
禁
色
』
の
三
年
後
で
あ
る
。

、

（
光
村

三

「
ゼ
ブ
ラ
」
ハ
イ
ム
・
ポ
ト
ク

金
原
端
人
訳

で
の
授
業
実
践

二
年
）

こ
の
よ
う
な
近
代
文
学
に
お
け
る
作
品
論
は
、
教
科
書

教
材
（
文
学
作
品
・
説
明
文
）
の
読
み
に
も
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。

「
作
品
を
読
む
」
と
は
、
そ
の
作
品
全
体
が
何
を
描
い

た
も
の
な
の
か
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
場

合
、
ゼ
ブ
ラ
と
ウ
ィ
ル
ス
ン
先
生
は
心
を
通
わ
せ
る
が
、

二
人
の
友
情
が
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
ま
た
平
和
の
尊
さ
を

訴
え
た
も
の
で
も
な
い
。
主
人
公
ゼ
ブ
ラ
が
夏
期
講
習
を

受
け
る
こ
と
で
ど
う
し
て
希
望
を
取
り
戻
せ
た
の
か
を
つ

か
む
こ
と
が
、
作
品
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

走
る
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
少
年
ゼ
ブ
ラ
は
、

作
品
の
筋

交
通
事
故
の
ケ
ガ
が
癒
え
ず
失
意
の
日
々
を
送
る
。
美
術

の
夏
期
講
座
の
臨
時
講
師
ウ
ィ
ル
ス
ン
と
出
会
う
。
ウ
ィ

ル
ス
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
片
腕
と
親
友
を
失
っ
て
い

る
。
夏
期
講
座
を
受
け
る
う
ち
に
ゼ
ブ
ラ
の
心
身
に
変
化

が
起
き
る
。
再
び
人
生
に
希
望
を
見
出
す
。

場
面
の
持
つ
意
味

［
一
場
面
］
体
と
心
に

傷
を
持
つ
二
人
の
登
場

人
物
の
出
会
い
の
場
を

設
定
。

［
二
場
面
］

夏
期
講

座
で
作
品
を
創
り
な
が

ら
、
ゼ
ブ
ラ
は
ウ
ィ
ル
ス
ン
か
ら
「
新
し
い
目
で
見
る
こ

と
」
を
教
わ
る
。

［
三
場
面
］
新
学
期
。
ウ
ィ
ル
ス
ン
か
ら
手
紙
届
く
。
ゼ

ブ
ラ
は
「
明
る
い
人
生
」
へ
歩
み
出
す
。

し
ま
馬
（
ゼ
ブ
ラ
）
＝
主
人
公

小
道
具
の
象
徴
性

へ
リ
コ
プ
タ
ー
＝
ウ
ィ
ル
ス
ン
を
効
果
的
に
使
用
。

ゼ
ブ
ラ

ウ
ィ
ル
ス
ン

左
手
ケ
ガ

左
腕
な
い

走
る
こ
と
失
う

親
友
失
う

似
た
二
人
が
出
会
う

互
い
に
興
味
を
も
つ

ア
ン
ド
リ
ア
の
役
割

常
に
隣
に
い
て
ゼ

ブ
ラ
の
内
面
を
見
つ

め
る
少
女
。
側
面
か

ら
ゼ
ブ
ラ
を
映
す
。

い
わ
ば
認
識
者
。

作
品
の
構
造
を
意
識
し
た
発
問

・
第
一
場
面
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
か
。

・
ゼ
ブ
ラ
の
変
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
何
か
。

・
ゼ
ブ
ラ
は
ウ
ィ
ル
ス
ン
先
生
よ
り
、
何
を
教
わ
っ
た
の

か
。

・
ア
ン
ド
リ
ア
の
作
品
に
お
け
る
役
割
は
何
だ
ろ
う
。

四

ま
と
め
と
課
題

以
上
、
生
徒
に
〈
読
む
力
〉
を
つ
け
さ
せ
る
に
は
、
一

場
面
の
感
想
を
述
べ
さ
せ
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
心
情
・

情
景
の
理
解
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず

〈
作
品
の
構
造
〉
に

、

着
目
さ
せ
、
作
品
全
体
が
提
示
す
る
世
界
を
考
え
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
読
み
に
対
す
る
視
点

に
生
徒
は
ま
だ
慣
れ
て
お
ら
ず
、
発
問
に
と
ま
ど
い
を
見

せ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
中
学
生
は
、
抽
象
的
思
考
に
十

分
耐
え
る
発
達
段
階
に
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
、
作
品

世
界
全
体
を
と
ら
え
る
授
業
法
を
開
発
・
工
夫
・
実
践
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

そ
し
て
生
徒
の
作
品
を

読

。

〈

む
〉
力
が
い
か
に
つ
い
た
の
か
実
証
す
る
こ
と
、
そ
れ
が

今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

前
田
久
徳
「
小
説
の
読
解
指
導
に
関
す
る
一
考
察
ー

註〈
心
情
〉
中
心
主
義
の
陥
穽
、
或
い
は
〈
構
造
〉
へ
の
視

（

金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
・

点
獲
得
に
向
け
て
ー

『

社
会
科
学
編
）
第
四
十
六
号

平
成
九
年
）

絶
望

ゼ
ブ
ラ

曲
が
っ
た
指

「
も
の
の

見
方
」

を
学
ぶ

左
手
直
視

心
身
の
変
化

「
明
る
い
人
生
」

作
品
の
構
造

走
る
自
分
を
〈
し
ま
馬

〈
わ
し
〉
に
な
っ
た
よ
う

〉

に
感
じ
、
走
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
は
失
意
の
日
々
を。

送
る
ゼ
ブ
ラ
は
主
観
的
な
見
方
に
と
ら
わ
れ
て
い
た

夏
期
講
座
を
通
じ
て
ウ
ィ
ル
ス
ン
よ
り
「
も
の
の
見

方
」
＝
「
客
観
的
な
見
方
」
を
学
ぶ
。
そ
れ
に
よ
り

事
故
で
の
体
と
心
の
傷
を
乗
り
越
え
、
再
び
人
生
に

希
望
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
。


